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西村証券 企業調査情報                2026/02/17 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

ジーエス・ユアサ コーポレーション（コード 6674） 
◆通期業績推移(連結)（株式併合を考慮。26.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.3 365,610 21,909 109.4 50.0 30,215 ▲17,311 ▲9,685 27,788 

17.3 359,605 23,106 148.2 50.0 34,846 ▲32,912 ▲3,715 24,673 

18.3 410,951 21,920 138.9 50.0 21,934 ▲20,810 ▲6,702 19,776 

19.3 413,089 22,654 164.7 50.0 31,493 ▲17,570 ▲11,706 23,408 

20.3 395,553 21,676 168.2 50.0 33,119 ▲20,690 ▲10,245 24,748 

21.3 386,511 24,810 141.9 50.0 35,817 ▲19,327 ▲7,018 35,807 

22.3 432,133 22,664 105.2 50.0 12,879 ▲30,204 5,203 25,845 

23.3 517,735 31,500 173.1 50.0 28,330 ▲26,567 8,826 36,027 

24.3 562,897 41,595 369.7 70.0 63,180 ▲46,192 3,480 60,307 

25.3 580,340 50,028 303.3 75.0 39,296 ▲58,824 14,235 56,681 

26.3予 600,000 53,500 358.9 90.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

自動車電池、車載用リチウムイオン電池が今期営業利益予想増額に貢献 
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同社では、26 年 3 月期の通期営業利益見通

しを期初予想の 510 億円（前年比 2％増）から

535 億円（7％増）に増額修正。常用分野の案件

で来期以降への期ズレの影響によって産業電

池電源が減額修正された一方、自動車電池の国

内・海外および車載用リチウムイオン電池では

増額修正された。 

売上高については期初見通しから変更は無

いが、自動車電池の国内・海外が増額修正され

た一方、産業電池電源、車載用リチウムイオン

電池が減額修正となっている。 

26 年 3 月期の第 3 四半期累計期間は、売価

見直しや販売数量増などにより、前年同期比で

売上高が 1％増、営業利益が 20％増となった。 

売上高では、自動車電池海外が減少した一

方、自動車電池国内、産業電池電源、車載用リ

チウムイオン電池が増加した。利益面では、主

要 4 セグメントの全てで増益に。また、前年同

期比での増減要因としては、経費等（41 億円）、

原材料価格（8 億円）、為替（5 億円）、トルコの

超インフレ会計（2 億円）などのマイナス要因

を、売価（73 億円）、数量・構成変化（49 億円）

のプラス要因が上回った。 

今期の通期営業利益見通しを増額修正 

 

今 3Qは売価見直しや販売数量増で増収増益に 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

セグメント別で、主力の自動車電池海外では、

東南アジア、欧州、豪州で好調だったものの、

トルコでの販売減や円高などにより、売上高が

2％減となったが、売価見直しへの取り組みや

米国インフレ抑制法に係る補助金の影響によ

り、営業利益は 13％増になった。 

一方、自動車電池国内では新車向け、補修向

けともに好調に推移し、売上高は 7％増、営業

利益は 13％増に。産業電池電源においては、常

用電源では蓄電用の案件増や前年からの期ズレ

影響もあって販売が増え、非常用電源について

も原子力向け、データセンター向け、通信関係、

コンビニ向けなどで販売が増加。売上高は 7％

増となったが、一部原材料価格高騰や経費増の

影響で営業利益は 1％増となった。車載用リチ

ウムイオン電池では、プラグインハイブリッド

車用及びハイブリッド車用ともに販売が増加

し、売上高は 2％増、営業利益は前年同期の赤

字から黒字を回復した。 

26 年 3 月期のセグメント別の通期見通しで、

売上高は、自動車電池国内（1,100 億円。前年比

8％増）、自動車電池海外（2,600 億円。前年比横

ばい）が期初予想から 100 億円増額。産業電池

電源（1,200 億円。前年比 6％増）、車載用リチ

ウムイオン電池（900 億円。前年比 9％増）が

100 億円減額となっている。 

また、営業利益では、産業電池電源（前年比

1％増）が減額されたのに対し、自動車電池国内

（8％増）、自動車電池海外（2％増）、車載用リ

チウムイオン電池（189％増）が増額。特に、ハ

イブリッド車向けの売価見直しや販売数量増を

映し、車載用リチウムイオン電池での増額幅が

大きくなっている（左グラフ）。 

3Q 累計では自動車電池の増益が全体をけん引 

車載用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池などが今期営業利益予想増額に貢献 ▲ 2,000
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